
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3014 

令和５年度 工業科 

 

教科 工業 科目 工業情報数理 
単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 「工業情報数理」 （実教出版） 

副教材等 
情報技術検定問題集 ２・３級 Ｃ言語 新訂版 （実教出版） 

学校制作プリント教材 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

情報技術に関する基礎的な知識と技術に関心をもち、意欲的に取り組む。 

日々の学習において積極的に取り組み、課題の提出を行う。 

日頃の学習の成果を考査で発揮する。 

 

２ 学習の到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の各分野に

おける工業技術の進展への対応や事象の数理処理に必要な資質・能力を次の通り育成することを目指

す。 

１． 工業の各分野における情報技術の進展と情報の意義や役割及び数理処理の理論を理解するととも

に、関連する技術を身に付けるようにする。効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータ

やデータの活用について理解を深め、情報社会と人との関わりについて理解を深めるようにする。 

２． 情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的

な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。情報技術に関する知識と技術を

習得する。事象を情報とその結びつきとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技

術を適切かつ効果的に活用する力を養う。 

３． 工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理を活用する力の向上を目指して自

ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 情報社会に主体的に参画す

る態度を身に付ける。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報技術に関する基礎的な

知識と技術を理解し、情報

技術を利用した情報の収

集・処理・活用のために必要

な技能を身につけている。 

情報化の進展する社会の特

質及びそのような社会と人

間とのかかわりについて理

解している。 

諸問題の解決をめざしてみ

ずから思考を深め、問題解決

方法を適切に判断する能力

を身につけており、情報技術

を活用して情報を処理・表現

することができる。事象を情

報とその結びつきとして捉

え、問題の発見・解決に向け

て情報と情報技術を適切か

つ効果的に活用する力を身

に付けている。 

情報技術に関する基礎的な

知識と技術に関心をもち、そ

の習得に向けて意欲的に取

り組むとともに、実際に活用

しようとする創造的・実践的

な態度を身につけている。 

問題の発見・解決に向けて主

体的に情報と情報技術を活

用し主体的かつ協働的に取

り組む態度を身に付けてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期
① 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア 

第６章 ハードウェア 

１節 データの表し方 

２節 論理回路の基礎 

３節 処理装置の構成と動

作 

a: ２進数と 16 進数について理

解し、四則計算や変換・計算が

できる。コンピュータに周辺装

置について理解し，適切に接続

する技能を習得している。 

b: 10進数の構成から、２進数と

16進数の構成が説明できる。基

本論理回路を用いた応用回路に

ついて、論理的に考察できる。

コンピュータにおけるハードウ

ェアの役割としくみを理解し、

説明できる。 

c: ２進数、10進数、16進数など

に関心がある。基本論理回路と

その応用回路などに関心があ

る。処理装置と周辺装置に関心

がある。意欲的に学習に取り組

み、学習態度は真剣である。 

確認テスト 

 

 

 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

提出ノート 

 

定期考査 

 

観察 

 

提出ノート 

 

 

 

振返りシー

ト 

数
理
処
理 

第 10章 数理処理 

１節 単位と数理処理 

 

a: 組立単位が固有の記号の組合

せで構成されていることを理解

している。 

b: 量の名称・量記号・単位(SI)

について説明できる。 

c: 量の名称・量記号・単位(SI)

について関心がある。意欲的に

学習に取り組み、学習態度は真

剣である。 

確認テスト 

 

 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノート 

 

定期考査 

 

観察 

提出ノート 

 

 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

前
期
② 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
操
作
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

 

第２章 コンピュータの基本操

作とソフトウェア 

１節 コンピュータの基本操作 

２節 ソフトウェアの基礎 

３節 アプリケーションソフトウ

ェア 

a:キーボードやマウスの基本的

な操作について理解している。

ソフトウェアの分類とオペレー

ティングシステムの目的および

基本操作について理解してい

る。 

b: キーボードやマウスの基本的

な操作について理解し、説明で

きる。ソフトウェアの分類とオ

ペレーティングシステムの目的

および基本操作について理解

し、説明できる。 

c: キーボードやマウスの基本的

な操作について関心をもち、意

欲的に学習に取り組み、学習態

度は真剣である。ソフトウェア

の分類とオペレーティングシス

テムの目的および基本操作につ

いて関心をもち、意欲的に学習

に取り組み、学習態度は真剣で

ある。 

確認テスト 

 

 

 

 

実技課題 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

提出ノート 

 

実技課題 

 

定期考査 

 

観察 

 

提出ノート 

 

実技課題 

 

 

振り返りシ

ート 

前
期
③ 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎 

第３章 プログラミングの基礎 

１節 プログラム言語 

２節 プログラムのつくり方 

３節 流れ図とアルゴリズム 

a: 機械語、アセンブラ言語、高

水準言語について理解してい

る。基本的なプログラムを作成

し、実行する技能を習得してい

る。アルゴリズムと流れ図につ

いて理解し，これらを活用する

技能を習得している。 

b:インタプリタとコンパイラの

違いを理解し、用途を考察でき

る。最適なプログラムを記述す

るために必要なアルゴリズムを

考えて流れ図として表現でき

る。 

c: 用途に応じたプログラム言語

の違いや、プログラムのつくり

方に関心をもち、意欲的に学習

に取り組み、学習態度は真剣で

ある。問題解決の処理手順であ

るアルゴリズムと、アルゴリズ

ムを実現するための流れ図を描

くことに興味をもち、意欲的に

学習に取り組み、学習態度は真

剣である。 

確認テスト 

 

 

 

 

実技課題 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

提出ノート 

 

実技課題 

 

定期考査 

 

観察 

 

提出ノート 

 

実技課題 

 

 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

前
期
③ 

Ⅽ

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

第５章 Cによるプログラミング 

１節 Cの特徴 

２節 四則計算のプログラム 

 

a:main 関数などについて理解し

ている。整数型・実数型・文字

型データの取り扱いについて理

解している。関数を理解し、関

数を用いたプログラムを作成す

る技能を習得している。 

b:四則計算プログラムを読んで、

どのような結果が出力されるか

考察できる。問題を解決するた

めのアルゴリズムを理解し、プ

ログラムを作成し、プログラム

を記述できる。わかりやすい最

適化されたプログラムを記述で

きる。 

c: Cはコンパイラ言語であり、プ

リプロセスや関数など、C の特

徴に関心がある。プログラムの

書式、データ型、演算子などに

関心をもち、意欲的に学習に取

り組み、学習態度は真剣である。 

確認テスト 

 

 

 

 

実技課題 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

提出ノート 

 

実技課題 

 

定期考査 

 

観察 

 

提出ノート 

 

実技課題 

 

 

 

振り返りシ

ート 

後
期
① 

Ⅽ

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

第５章 Cによるプログラミング 

３節 選択処理 

４節 繰返し処理 

５節 配列 

６節 関数 

７節 Cによる数理処理 

a:if文、switch文、for文、while

文などについて理解している。

選択処理プログラムや繰返し処

理プログラムを作成する技能を

習得している。関数を理解し、

関数を用いたプログラムを作成

する技能を習得している。 

ｂ:選択処理プログラム、繰返し

プログラムを読んで、どのよう

な結果が出力されるか考察でき

る。プログラムなどを読んで、

どのような結果が出力されるか

考察できる。問題を解決するた

めのアルゴリズムを理解し、プ

ログラムを記述できる。他人が

理解できるわかりやすい最適化

されたプログラムを記述でき

る。 

ｃ:C言語の特徴に関心がある。プ

ログラムの書式、データ型、演

算子などに関心をもち制御文や

配列、関数などについて意欲的

に学習に取り組み、学習態度は

真剣である。 

確認テスト 

 

 

 

 

実技課題 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

提出ノート 

 

実技課題 

 

定期考査 

 

観察 

 

提出ノート 

 

実技課題 

 

 

 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

後
期
① 

産
業
社
会
と
情
報
技
術 

第 1章産業社会と情報技術 

1節コンピュータの構成と特徴 

2節情報化の進展と産業社会 

3 節情報化社会の権利とモラ

ル 

４節情報のセキュリティ管理 

a: コンピュータの基本構成につ

いて理解している。コンピュー

タが身のまわりのものに組み込

まれ、インターネットに接続さ

れ利用されていることについて

理解している。知的財産権、プ

ライバシーの保護、ネチケット

など自分と他人の権利を守るこ

とやモラルの重要性を理解して

いる。コンピュータウイルス対

策や情報の不正利用防止のため

の基本的な技術を理解してい

る。 

ｂ：コンピュータの基本構成につ

いて理解し、説明できる。知的

財産権、プライバシーの保護、

モラルの重要性を理解し、説明

できる。コンピュータウイルス

対策や情報の不正利用防止のた

めの基本的な技術を理解し説明

できる。電子メール SNS など，

インターネットを利用する各種

メディアとその特性について説

明することができる。 

ｃ：コンピュータの基本構成に関

心がある。コンピュータが身の

まわりのものに組み込まれ、さ

らにインターネットに接続され

利用されていることについての

具体的な方法に関心がある。知

的財産権、プライバシーの保護

モラルの重要性に関心がある。

コンピュータの基本構成につい

て関心があり、意欲的に学習に

取り組み、学習態度は真剣であ

る。 

確認テスト 

 

 

 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

提出ノート 

 

定期考査 

 

観察 

 

提出ノート 

 

 

 

振返りシー

ト 



 

※令和４年度以降入学生用 

後
期
① 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御 

第８章 コンピュータ制御 

１節 コンピュータ制御の概要 

２節 制御プログラミング 

３節 組込み技術 

a:コンピュータ制御の概要につ

いて理解している。コンピュー

タ制御に必要なプログラムにつ

いて理解している。LED 点灯な

ど、簡単なコンピュータ制御の

構成法や操作などの技能を習得

している。 

b:身のまわりの機器がコンピュ

ータ制御されていることを知

り、どのような制御を行ってい

るか説明できる。機器に適した

コンピュータ制御の方法を判断

して説明できる。 

c: 身のまわりのコンピュータ制

御に関心がある。コンピュータ

制御の具体的な方法に関心があ

る。身のまわりの組込み技術と

その特徴に関心がある。コンピ

ュータ制御について関心があ

り、意欲的に学習に取り組み、

学習態度は真剣である。 

確認テスト 

 

 

 

 

実技課題 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

提出ノート 

 

実技課題 

 

定期考査 

 

観察 

 

提出ノート 

 

実技課題 

 

 

 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

後
期
② 

情
報
技
術
の
活
用
と
問
題
の
発
見
・
解
決 

第９章 情報技術の活用と問

題の発見・解決 

１節 マルチメディア 

２節 プレゼンテーション 

３節 文書の電子化 

４節 問題の発見・解決 

 

学校制作プリント教材 

情報デザイン 

a:マルチメディア機器やマルチ

メディアソフトウェアの操作に

関する技能を習得している。情

報収集のための機器の操作に関

する技能を習得している。プレ

ゼンテーションに必要な機器や

ソフトウェアの操作に関する技

能を習得している。問題点を解

決してく適切な手順や方法を選

択して実行する技能を習得して

いる。情報バリアフリー，ユニ

バーサルデザインの意味と目的

について説明することができ

る。 

b: 目的に応じたマルチメディア

コンテンツや必要な機器の選択

ができ、構成を判断して決定や

提案できる。適切な情報収集方

法を選択して提案できる。他人

の発表をみて長所や改善点を指

摘でき、自分の発表に生かすこ

とができる。文書の適切な電子

化方法を選択して提案できる。

問題点を解決してく適切な手順

や方法を選択し提案できる。実

際にプレゼンテーションのため

のスライド等の資料をコンピュ

ータで作成することができる。

目的に沿って，情報を視覚化、

配色を考えて表現することがで

きる。 

c:積極的に自分で情報を収集し

て、分析・処理・発表する意欲

がある。情報を整理しって他人

に発表したり、文書でまとめた

りする意欲があり、積極的に取

り組み、学習態度は真剣である。

既存の方法について問題点を見

いだし，解決していくことに意

欲がある。情報をわかりやすく

伝達するために，文字や図，表

やグラフなどを工夫して表現し

ようとしている。 

確認テスト 

 

 

 

 

実技課題 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

提出ノート 

 

実技課題 

 

定期考査 

 

観察 

 

提出ノート 

 

実技課題 

 

 

 

振り返りシ

ート 
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後
期
② 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

第７章 コンピュータネットワ

ーク 

１節 コンピュータネットワーク

の概要 

２節 コンピュータネットワーク

の通信技術 

a: 情報・情報処理・データ・情報

化社会などの用語を理解してい

る。コンピュータの構成要素を

ハードウェアとソフトウェアに

区別でき、それぞれの特徴理解

している。身のまわりのどの機

器にコンピュータが組み込まれ

利用されているか、産業界のど

の分野でコンピュータがどのよ

うに利用されているか調査を行

い、まとめることができる。情

報化社会で守るべきモラルにつ

いて、情報技術を利用して法的

な根拠について理解している。

情報の不正利用の技術的な防止

方法を調査し、報告書にまとめ

ることができる。VDT 作業時の

健康障害を防止する方法を理解

している。 

b:家庭のインターネット接続に

ついて適切な方式を選択し提案

できる。コンピュータ実習室の

ネットワークに使用されている

機器やネットワークの構成につ

いて説明できる。コンピュータ

ネットワークで使用するプロト

コルの知識をもち、適切なプロ

トコルを利用できる。 

c: データ通信の概要とネットワ

ークの概要について関心があ

る。家庭のインターネット接続

やコンピュータ実習室のネット

ワークに関心がある。コンピュ

ータネットワークに使用する機

器やプロトコルに関心があり、

学習態度は真剣である。 

確認テスト 

 

 

 

 

定期考査 

確認テスト 

 

 

提出ノート 

 

定期考査 

 

観察 

 

提出ノート 

 

 

 

振返りシー

ト 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


